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て
説
明
。

「
安
全
性
・
有
効
性
が
確

認
さ
れ
た
新
し
い
医
薬
品
は

速
や
か
に
保
険
収
載
さ
れ
る

べ
き
だ
が
、
高
額
な
医
薬
品

は
医
療
費
全
体
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
ひ
い
て
は
国
民
皆
保

険
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね

な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
」

と
し
た
上
で
、
「
薬
価
算
定

の
仕
組
み
は
、
経
済
財
政
諮

問
会
議
で
検
討
す
る
の
で
は

な
く
、
ま
さ
に
中
医
協
が
議

論
の
場
。
ま
ず
は
中
医
協
で

し
っ
か
り
と
議
論
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
」
と
強
調
し

た
。更

に
、
同
会
長
は
、
現
行

の
薬
価
算
定
の
仕
組
み
に
関

し
て
、
外
国
平
均
価
格
調
整

に
つ
い
て
は
、
①
公
的
保
険

で
は
な
い
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
企
業
の
希
望
小
売
価
格
も

対
象
と
な
っ
て
い
る
②
薬
価

収
載
後
、
外
国
平
均
単
価
が

下
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
フ

ォ
ロ
ー
さ
れ
て
お
ら
ず
、
反

映
も
さ
れ
て
い
な
い
③
単
価

だ
け
を
単
純
平
均
す
る
こ
と

に
は
意
味
が
な
く
、
市
場
規

模
も
勘
案
す
べ
き
④
原
価
計

算
方
式
で
は
、
既
に
採
算
が

と
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
有

用
性
と
は
関
係
な
く
、
外
国

平
均
価
格
調
整
で
最
大
２
倍

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る

─

等
の
、
ま
た
、
類
似
薬
効
比

較
方
式
に
つ
い
て
は
、
①
新

薬
創
出
・
適
応
外
薬
解
消
等

促
進
加
算
後
の
薬
価
と
比
較

す
る
べ
き
②
薬
価
収
載
後
の

市
場
規
模
の
推
移
は
考
慮
さ

れ
な
い
③
現
在
の
為
替
レ
ー

ト
で
計
算
す
る
と
収
載
当
時

ほ
ど
の
薬
価
に
な
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
る
④
薬
価
の
高
い

バ
イ
オ
医
薬
品
を
比
較
薬
と

し
て
化
学
合
成
品
の
新
薬
の

薬
価
を
算
定
し
た
例
が
あ
る

─
等
の
問
題
意
識
を
そ
れ

ぞ
れ
説
明
。

「
こ
れ
ら
の
問
題
点
も
含

め
、
日
医
は
、
今
後
も
薬
価

算
定
の
仕
組
み
に
関
し
て

は
、
国
民
皆
保
険
を
守
る
立

場
か
ら
主
張
し
て
い
く
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

横倉会長
薬
価
算
定
の
仕
組
み
の
見
直
し
に
関
す
る
日
医
の
見
解
を
説
明

国
民
皆
保
険
を
守
る
立
場
か
ら

                   

引
き
続
き
意
見
を
述
べ
て
い
く

日本医師会・日本医学会合同記者会見
医学研究等における
           倫理指針の見直しの方向性を評価

─横倉会長、髙久日本医学会長

横
倉
会
長
は
、
ま
ず
、
内

閣
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議

（
11
月
25
日
開
催
）
に
お
い

て
民
間
議
員
か
ら
提
出
さ
れ

た
３
つ
の
提
案
に
つ
い
て
言

及
し
、
（
１
）
「
流
通
価
格
を

適
切
に
反
映
す
る
仕
組
み
の

構
築
」
に
つ
い
て
は
、
「
全

て
の
薬
価
を
毎
年
改
定
す
る

こ
と
は
容
認
で
き
な
い
」
と

主
張
。

ま
た
、
（
２
）
「
適
正
な
市

場
価
格
等
を
反
映
し
た
薬
価

へ
」
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い

る
３
つ
の
事
項
（
①
薬
価
設

定
当
初
と
異
な
る
事
態
の
際

の
迅
速
な
薬
価
改
定
②
薬
価

　横倉義武会長は、11月30日の定例記者会見で、最近の
薬価をめぐる動きを踏まえて、薬価算定の仕組みの見直
しに対する日医の見解を説明した。
　その中では、「全ての薬価を毎年改定することは容認で
きない」とした他、現行の薬価算定の仕組みについても
問題意識を示し、国民皆保険を守る立場から、今後も薬
価算定の仕組みに対する意見を述べていく考えを示した。

薬
価
算
定
の
仕
組
み
の
議

論
は
中
医
協
で

ま
た
、
横
倉
会
長
は
、
日

医
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
現
在

の
製
薬
メ
ー
カ
ー
主
導
の
仕

組
み
で
は
な
く
、
い
か
に
公

的
医
療
保
険
制
度
を
維
持
し

つ
つ
、
新
し
い
医
薬
品
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に

使
用
し
て
い
く
か
と
い
う
視

点
で
薬
価
算
定
の
仕
組
み
を

根
本
的
に
見
直
す
こ
と
」
を

主
張
し
て
き
た
こ
と
を
改
め

算
定
の
透
明
性
③
後
発
医
薬

品
の
引
き
下
げ
）
に
つ
い
て

は
、
「
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
の

日
医
の
主
張
と
同
じ
方
向
性

で
あ
り
、
改
革
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
」
と
し
た
。

（
３
）
「
研
究
開
発
投
資
の

促
進
」
に
つ
い
て
は
、「
営
利

企
業
で
あ
る
製
薬
企
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め

に
、
公
的
医
療
保
険
の
診
療

報
酬
の
加
算
を
原
資
と
し
て

使
う
の
に
は
無
理
が
あ
る
」

と
し
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
成
長
戦
略
の
一
環
で
も
あ

り
、
経
済
産
業
省
の
補
助
金

な
ど
も
活
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

「
医
学
研
究
等
に
お
け
る

個
人
情
報
の
取
扱
い
等
に
関

す
る
合
同
会
議
」（
以
下
、
合

同
会
議
）
に
お
け
る
議
論
に

お
い
て
、
平
成
29
年
の
改
正

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に

向
け
た
医
学
研
究
等
に
お
け

る
倫
理
指
針
の
見
直
し
の
方

向
性
が
固
ま
っ
て
き
た
こ
と

を
受
け
て
、
横
倉
義
武
会
長

は
11
月
30
日
、

久
史
麿
日

本
医
学
会
長
、
合
同
会
議
の

委
員
で
も
あ
る
石
川
広
己
常

任
理
事
と
共
に
記
者
会
見
を

行
い
、
そ
の
方
向
性
を
評
価

す
る
旨
の
日
医
・
日
本
医
学

会
共
同
の
見
解
を
公
表
し
た
。

改
正
さ
れ
た
個
人
情
報
保

護
法
に
お
い
て
は
、
「
個
人

識
別
符
号
」
「
要
配
慮
個
人

情
報
」
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、

病
歴
を
含
む
個
人
情
報
は
取

り
扱
い
に
特
に
配
慮
を
要
す

る
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
合
同
会

議
で
は
医
学
研
究
等
に
お
け

る
倫
理
指
針
に
つ
い
て
も
見

直
し
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た

が
、
議
論
の
中
で
は
取
り
扱

い
の
不
透
明
感
が
否
め
な
い

と
し
て
、
医
学
研
究
の
現
場

か
ら
は
強
い
懸
念
が
示
さ
れ

て
い
た
。

石
川
常
任
理
事
は
、
合
同

会
議
の
議
論
に
お
い
て
、
今

般
の
改
正
個
人
情
報
保
護
法

の
趣
旨
に
基
づ
い
た
上
で
、

こ
れ
ら
の
懸
念
に
関
し
て
そ

の
配
慮
を
求
め
る
と
と
も

に
、
国
民
（
患
者
）
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
か
つ
患
者
の
個
人
情

報
が
漏
え
い
す
る
こ
と
な

く
、
医
学
研
究
に
安
全
に
利

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
強
く
求
め
て
い
た
。

今
回
公
表
し
た
共
同
の
見

解
（
全
文
は
日
医
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照
）
で
は
、
そ
れ
ら

の
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
、

「
医
療
・
医
学
の
進
歩
に
向

け
た
学
問
分
野
で
の
研
究
が

滞
る
こ
と
な
く
、
そ
の
研
究

成
果
が
国
民
の
健
康
及
び
福

祉
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
改
正
個
人
情
報
保
護
法
が

妨
げ
な
い
」
旨
の
方
向
性
が

示
さ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価

し
た
上
で
、
個
人
情
報
保
護

法
改
正
に
伴
う
倫
理
指
針
の

見
直
し
に
関
す
る
議
論
は
、

こ
れ
で
全
て
が
解
決
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
時
代

の
進
展
に
従
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
指

摘
。
更
に
、
医
師
の
倫
理
に

基
づ
く
学
問
研
究
の
環
境
整

備
に
対
し
て
は
、
国
民
（
患

者
）
に
向
け
た
更
な
る
医

療
・
医
学
の
進
歩
に
直
結
す

る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
よ
う

な
議
論
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
し
て
、
今
後
も
継
続
的
に

議
論
を
行
う
場
を
設
け
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

記
者
会
見
で
は
、
石
川
常

任
理
事
が
今
回
の
見
解
の
全

文
を
朗
読
。

横
倉
会
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
説
明
し
た
上
で
、

今
回
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ

れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
「
今
後
も
、
国
民
の

個
人
情
報
を
守
る
立
場
を
堅

持
し
、
日
本
の
医
学
研
究
の

発
展
を
促
し
て
い
く
こ
と
を

肝
に
銘
じ
て
対
応
し
て
い

く
」
と
の
意
向
を
示
し
た
。

ま
た
、

久
医
学
会
長
は
、

「
個
人
情
報
を
守
り
な
が
ら

医
学
研
究
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
、
現
在
の
方
向

は
間
違
い
な
い
と
考
え
て
い

る
。
個
人
情
報
保
護
の
問
題

は
変
化
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
適
宜
改
正
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。
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「
山
岳
医
療

     

〜
救
急
・
救
命
と

              

私
達
に
も
で
き
る
予
防
〜
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　テ
ー
マ
に

日
本
医
師
会
テ
レ
ビ
健
康
講
座
（
岐
阜
県
）

「
日
本
医
師
会
テ
レ
ビ
健

康
講
座
─
ふ
れ
あ
い
健
康
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
収
録
が
11

月
20
日
、
岐
阜
県
医
師
会
並

び
に
岐
阜
放
送
の
協
力
の

下
、
岐
阜
市
内
の
ス
タ
ジ
オ

で
行
わ
れ
た
。

本
事
業
は
、
地
域
医
療
に

お
け
る
地
域
医
師
会
の
役
割

を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

元
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
が
今
年
度
最
初

の
収
録
と
な
っ
た
。

番
組
で
は
、
「
山
岳
医
療

～
救
急
・
救
命
と
私
達
に
も

で
き
る
予
防
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
２
年
前
の
御
嶽
山
の
噴

火
を
教
訓
に
、
岐
阜
県
医
師

会
が
全
国
に
先
駆
け
て
本
年

２
月
に
発
足
し
た
「
山
岳
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
」
に
つ
い

て
、
９
月
に
行
っ

た
御
嶽
山
で
の
調

査
登
山
の
様
子

や
、
「
山
岳
医
療

に
関
す
る
医
師
養

成
研
修
会
」
な
ど

の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
と
と
も

に
、
県
民
に
登
山

に
備
え
て
知
っ
て

お
き
た
い
医
療
知

識
に
つ
い
て
解
説

す
る
も
の
と
な
っ

た
。Ｖ

Ｔ
Ｒ
で
は
、

ま
ず
、
山
岳
医
療
に
携
わ
る

医
師
の
養
成
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
た
御
嶽
山
で
の
調
査

登
山
の
様
子
を
紹
介
。
今
回

の
調
査
登
山
は
実
地
訓
練
を

伴
う
も
の
で
、
災
害
医
療
を

専
門
と
す
る
医
師
の
指
導
の

下
で
、
骨
折
し
た
患
者
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
。
当
日

は
、
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中

で
の
登
山
と
な
っ
た
が
、
厳

し
い
状
況
下
で
の
登
山
を
経

験
で
き
た
こ
と
で
、
現
場
に

即
し
た
研
修
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、
岩
間
亨
岐
阜
大

学
医
学
部
脳
神
経
外
科
教
授

が
、
毎
年
、
夏
の
間
に
開
設

し
て
い
る
奥
穂
高
岳
の
夏
山

診
療
所
に
つ
い
て
、
診
療
の

様
子
や
登
山
に
関
す
る
注
意

事
項
等
を
解
説
し
た
。

受賞者 受賞者の功績受賞者 受賞者の功績

順序は北から。受賞者の年齢は2016年12月1日現在。

第
５
回
「
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞
」
（
主
催
：
日

医
、
産
経
新
聞
、
特
別
協
賛
：

ジ
ャ
パ
ン
ワ
ク
チ
ン
株
式
会

社
）
の
受
賞
者
が
こ
の
ほ
ど

決
定
し
、
道
永
麻
里
常
任
理

事
が
11
月
30
日
の
記
者
会
見

で
発
表
し
た
。

本
賞
は
、
「
地
域
の
医
療

現
場
で
長
年
に
わ
た
り
、
健

康
を
中
心
に
地
域
住
民
の
生

活
を
支
え
て
い
る
医
師
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
活
動

を
顕
彰
す
る
こ
と
」
を
目
的

と
し
て
平
成
24
年
に
創
設
し

た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
受
賞
者
は
、
20
都

府
県
医
師
会
よ
り
推
薦
の
あ

っ
た
23
名
の
中
か
ら
10
月
12

日
に
開
催
し
た
選
考
会
に
お

い
て
決
定
し
た
も
の
で
、
別

掲
の
５
名
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
表
彰
式
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
、
平
成
29
年
２
月

10
日
に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

番
組
に
出
演
し
た
小
林
博

岐
阜
県
医
師
会
長
は
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
と
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
違
い

や
、
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
つ
い

て
解
説
。
自
身
も
参
加
し
た

今
回
の
調
査
登
山
に
つ
い

て
、
「
大
変
有
意
義
な
も
の

と
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
と

と
も
に
、
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

必
要
性
を
改
め
て
強
調
し

た
。
ま
た
、
山
岳
医
療
に
携

わ
る
こ
と
の
で
き
る
、
特
に

体
力
の
あ
る
若
手
の
医
師
を

養
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
、
「
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

及
び
養
成
事
業
を
更
に
強
化

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
道
永
麻
里
常
任
理

事
は
、
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
は
、

東
日
本
大
震
災
以
降
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
然
災
害
の
現
場
で

活
動
し
て
き
た
が
、
特
に
専

門
的
な
知
識
や
経
験
を
必
要

と
す
る
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
、

山
岳
県
で
あ
る
岐
阜
県
で
全

国
に
先
駆
け
て
組
織
さ
れ
た

こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ

る
」
と
し
て
、
そ
の
活
動
に

期
待
感
を
示
す
と
と
も
に
、

「
山
岳
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
全
国
規

模
で
活
動
で
き
る
よ
う
、
日

医
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
番
組
は
12
月
11
日

（
日
）
に
、
岐
阜
放
送
で
30

分
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ

た
。

明
あ か し

石 恒
つねひろ

浩 医師

63歳　神奈川県
ザ・ブラフ・メディカル& 

デンタル・クリニック院長

　医療費や言葉のハードルにより受診が難しいアジア
周辺や欧米人など在住外国人に英語やタガログ語等、
多言語を駆使して丁寧に対応し、地域住民も含め、信
頼と安心を与えている。横浜市中区は外国人労働者も
多く、病状に関係なく同クリニックに救急搬送される
こともよくあったという。病気や予防接種だけでなく、
時に、時間外でも患者からの医療相談メールに応える
など、医療機関の枠を超えた支援を行っている。

大
おおもり

森 英
ひでとし

俊 医師

62歳　茨城県
大森医院院長

　祖父の代からの無床診療所を継承したが、公共交通
機関が乏しく、具合が悪くなるほど医療機関にかかり
にくいことから在宅医療のできる環境を整備。また、
診療所を有床化し患者のニーズに臨機応変に対応して
いる。小さな集落には巡回診療も行う他、老人ホーム
やグループホームも運営する等、高齢者が一人きりに
ならないような環境づくりに尽力。年間30人程の医学
生を研修生として住み込みで受け入れ、過疎地域の医
療の現実に触れる機会を提供している。

下
し も だ

田 輝
てるかず

一 医師

73歳　秋田県
山内診療所院長

　無医村の診療所への勤務を希望し赴任、以来27年に
わたり地区唯一の医師として山村の住民の健康を保
持。旧山内村には公共交通機関がないため、本院から
12キロ山奥にも診療所を構え週1回診療を行う他、父
親の代より引き継がれた診療所も含め3カ所の診療所
を守る。往診も行っており、看護師・介護士・ケアマ
ネジャーと共に患者さんや家族の相談に応じ、何かあ
れば、昼夜を問わず駆けつける。村民を愛し、村民か
ら愛される地域医療に魂を注ぐ医師。

瀬
せ と う え

戸上 健
けんじろう

二郎 医師

75歳　鹿児島県
薩摩川内市下甑手打診療所

前所長

　医療応需体制が未整備の離島に赴任後、35年にわた
り、離島・へき地医療の充実と向上に尽力。船便での往
来しかできない環境にあって救急医療体制を整備、更に
本土と遜色なく医療が受けられるよう、がん手術や人工
透析も行える体制を整えた取り組みは全国から評価され、
見学者が多数訪問。全国各地から医学生や臨床研修医
も受け入れ、人材育成にも貢献している。75歳の高齢な
がら、現在も日夜診療に従事し、島民から絶大な信頼を
得ている。

大
おおもり

森 浩
こ う じ

二 医師

60歳　京都府
大森医院院長

　投薬に頼らず食事などでの改善を基本方針に、患者
や家族と十分な対話を行い、家族全員の健康を預かる
地域のかかりつけ医として親しまれている。医療環境
が充実している都市部にあっても、独居高齢者など医
療から取りこぼされている患者の「生き方」の選択を
支える在宅医療に取り組む他、地域の医師の潜在能力
を生かすことを目的として、「プライマリ・ケア教育
の会」を設立。〝慈父〟のように患者や家族に寄り添
う医療を模索し続けている。

　「日本医師会　赤ひげ大賞」を平成24年に創設してから
今年度で５回目となることを記念して、日医と産経新聞社
では、地域で活躍されている先生方への応援メッセージを
一般の方から募集し、心温まるメッセージを公開しています。
　ぜひ、特設サイト（http://www.akahige-taishou.jp/heart/�
index.html）をご覧下さい。� 日医広報課

「日本医師会　赤ひげ大賞」特設サイト
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羽
鳥
常
任
理
事
に
聞
く

医
師
主
導
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
の
た
め
の

  

ニ
ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に

                                          

つ
い
て

Ｑ
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ
日
医
で
は
、
昨
年
６
月

に
、
医
療
現
場
の
臨
床

医
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
ア
イ

デ
ア
の
発
掘
を
行
い
、
医
療

機
器
の
開
発
を
支
援
し
て
い

く
た
め
の
「
医
師
主
導
に
よ

る
医
療
機
器
の
開
発
・
事
業

化
支
援
業
務
」
を
開
始
し
ま

し
た
。

今回のインタビューのポイント

◦�医療機器開発に携わる医師のみなら
ず、工学系の研究者や弁理士、自治体
等の皆さんと接するとともに、全国の
先生方に、より積極的にニーズやアイ
デア登録を行うことを目的として、地
域セミナーを開催している。

◦�これまでのセミナーで見えてきたこと
は、大学や病院の勤務医のみならず、
診療所の先生方の医療機器開発意欲の
高さである。

◦�次年度には、全国から多くの会員の先
生方が集まる全国大会や会議との連携
により、休憩時間などに、支援業務を
紹介したり、ものづくり企業の展示を
見て頂くなど、展示中心のセミナーや、
専門分野に特化したセミナーを企画し
ているので、ぜひ参加頂きたい。

　

今
年
か
ら
日
本
医
師
会
「
医
師
主
導
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
の

た
め
の
ニ
ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
が
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
や
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
羽
鳥
裕
常
任
理
事
に
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

わ
る
医
師
の
み
な
ら
ず
、
工

学
系
の
研
究
者
や
弁
理
士
、

自
治
体
等
の
皆
さ
ん
と
接
し

て
頂
き
、
全
国
の
先
生
方
に
、

よ
り
積
極
的
に
ニ
ー
ズ
や
ア

イ
デ
ア
登
録
を
行
っ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
も
の

づ
く
り
企
業
の
医
療
機
器
開

発
を
促
進
し
て
い
る
、
経
済

産
業
省
委
託
事
業
「
地
域
中

核
企
業
創
出
・
支
援
事
業

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
）
」
と
し

て
実
施
し
、
関
東
経
済
産
業

局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
際
に

医
療
機
器
を
開
発
さ
れ
て
き

た
先
生
方
に
よ
る
事
例
の
紹

介
と
、
工
学
研
究
の
先
生
等

を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
前
後

や
休
憩
時
間
等
で
は
、
先
生

方
か
ら
の
個
別
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な

開
発
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
か
？

Ａ
第
２
回
の
川
崎
市
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
市
立
病
院

の
先
生
か
ら
、
乳
が
ん
診
療

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
や
機
器
開

発
の
経
験
を
紹
介
頂
き
ま
し

た
。ま

た
、
民
間
病
院
の
院
長

か
ら
は
、
大
学
勤
務
医
時
代

か
ら
開
発
を
進
め
て
き
た
、

点
滴
ス
タ
ン
ド
不
要
の
輸
液

装
置
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
機
器
は
、
今
後
の

高
齢
社
会
に
お
け
る
在
宅
医

療
の
推
進
等
、
そ
の
使
用
範

囲
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
す

ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か

け
に
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ

れ
、
開
発
が
進
展
し
た
そ
う

で
す
。

第
３
回
の
仙
台
市
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
３
名
の
先
生
に
よ

る
講
演
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

東
北
大
学
で
臨
床
試
験
を

推
進
さ
れ
て
い
る
先
生
か
ら

は
、
臨
床
現
場
の
観
察
と
体

験
を
通
じ
て
ニ
ー
ズ
を
幅
広

く
掘
り
起
こ
し
、
医
療
機
器

の
事
業
化
に
つ
な
げ
る
バ
イ

オ
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
を

紹
介
頂
き
ま
し
た
。

山
形
県
の
病
院
の
先
生
か

ら
は
、
豊
富
な
医
療
機
器
開

発
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
技

術
・
医
療
・
営
業
３
者
の
連
携

の
重
要
性
や
、
医
療
技
術
や

患
者
背
景
を
織
り
込
ん
だ
海

外
展
開
に
係
る
留
意
点
に
つ

い
て
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
。

福
島
県
い
わ
き
市
で
開
業

し
て
い
る
先
生
か
ら
は
、
心

房
細
動
の
心
機
能
を
解
析
す

る
た
め
の
新
た
な
手
法
の
開

発
事
例
を
紹
介
頂
き
、
診
療

所
に
よ
る
臨
床
デ
ー
タ
収
集

の
意
義
に
つ
い
て
も
教
示
頂

き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
26
日
に
開
催

さ
れ
た
第
４
回
の
神
戸
市
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
神
戸
市
の
こ

れ
ま
で
の
医
療
機
器
開
発
支

援
事
業
の
紹
介
が
あ
っ
た
他
、

神
戸
大
学
や
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
が
ん
治

療
シ
ス
テ
ム
の
開
発
事
例
や

国
の
審
査
へ
の
対
応
に
関
す

る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
、
大
阪
で
眼
科
診
療

所
を
開
業
し
て
い
る
先
生
か

ら
は
、
豊
富
な
医
療
機
器
の

開
発
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業

化
の
経
験
を
踏
ま
え
た
提
言

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
各
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
本
支
援
事
業
の
窓
口
を

務
め
る
日
本
医
療
機
器
開
発

機
構
か
ら
開
発
の
要
点
を
指

摘
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で

見
え
て
き
た
こ
と
は
、
大
学

や
病
院
の
勤
務
医
の
み
な
ら

ず
、
診
療
所
の
先
生
方
の
医

療
機
器
開
発
意
欲
の
高
さ
で

し
た
。

Ｑ
今
後
の
開
催
予
定
を
教

え
て
下
さ
い
。

Ａ
今
年
度
は
、
平
成
29
年

１
月
28
日
（
土
）
に
埼

玉
県
さ
い
た
ま
市
で
、
２
月

18
日
（
土
）
に
福
岡
県
福
岡

市
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

地
域
で
医
療
機
器
開
発
に
携

わ
る
先
生
方
の
事
例
紹
介
を

中
心
に
講
演
頂
く
ス
タ
イ
ル

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
わ

ず
か
半
日
で
、
多
様
な
開
発

事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
で

き
、
個
別
相
談
や
、
企
業
や

行
政
の
適
任
者
と
関
係
を
構

築
す
る
こ
と
も
可
能
な
の

で
、
最
後
ま
で
出
席
さ
れ
た

先
生
に
も
満
足
頂
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

来
年
度
は
、
よ
り
多
く
の

医
師
会
の
先
生
方
に
日
医
の

支
援
業
務
を
知
っ
て
頂
き
、

ア
イ
デ
ア
発
掘
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
形
態
も
工

夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
今
年
度
の

セ
ミ
ナ
ー
で
技
術
や
素
材
な

ど
を
展
示
さ
れ
る
も
の
づ
く

り
企
業
は
、
こ
れ
か
ら
開
催

す
る
も
の
を
含
め
１
０
０
社

を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

企
業
の
技
術
や
素
材
な
ど
を

積
極
的
に
先
生
方
に
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
全
国
か
ら
多
く

の
会
員
の
先
生
方
が
集
ま
る

全
国
大
会
や
会
議
と
の
連
携

に
よ
り
、休
憩
時
間
な
ど
に
、

支
援
業
務
を
紹
介
し
た
り
、

も
の
づ
く
り
企
業
の
展
示
を

見
て
頂
く
展
示
中
心
の
セ
ミ

ナ
ー
や
、
専
門
分
野
に
特
化

し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
具
体
的
に

は
地
域
医
師
会
で
開
催
さ
れ

て
い
る
生
涯
教
育
セ
ミ
ナ
ー

と
の
連
携
に
よ
り
、
そ
の
分

野
の
最
先
端
の
シ
ー
ズ
を
紹

介
で
き
る
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
先
生
方
に
興
味

を
持
っ
て
頂
く
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
で
き
る
よ
う
、
関
係
者

と
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
の
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
全
国
か
ら
１

１
７
件
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ

ら
れ
、
製
造
販
売
企
業
の
紹

介
や
試
作
品
の
資
金
調
達
の

支
援
な
ど
、
具
体
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、

日
医
の
支
援

業
務
を
ご
存

じ
な
い
先
生

方
も
多
い
こ

と
や
、
地
域

の
先
生
方
に

医
療
機
器
開

発
へ
の
興
味

を
持
っ
て
頂

く
き
っ
か
け

づ
く
り
の
場

が
必
要
と
考

え
、
現
在
実

施
し
て
い
る

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://

jmamdc.med.

or.jp/

）
へ

の
ア
イ
デ
ア

の
直
接
登
録

に
対
す
る
業

務

に

加

え

て
、
医
療
機

器
開
発
に
携

医師主導による医療機器開発のためのニーズ創出・事業化支援セミナー

実施体制
主催：日本医師会、経済産業省関東経済産業局
共催：地域医師会、行政 等
後援：地域医師会、行政、商工会議所、弁理士会 等
運営：日医総研、日本医療機器開発機構

開催スケジュール
2016. 6.11 第1回：東京都文京区 日医会館
 7.30 第2回：神奈川県川崎市 川崎フロンティアビル
 10.15 第3回：宮城県仙台市 宮城県医師会館
 11.26 第4回：兵庫県神戸市 ホテルオークラ神戸
2017. 1.28 第5回：埼玉県さいたま市 スーパーアリーナ
 2.18 第6回：福岡県福岡市 ホテルニューオータニ博多

地域セミナー参加型の登録 ホームページへの直接登録

・医師会員
・非医師会員

・医師会員
・非医師会員

医療機器製販

地方自治体
REVIC、地銀

委託事業者商工会議所・
ものづくり企業

大学・
地方技術センター

弁理士
医師主導による医療機器
開発・事業化支援登録窓口

●地域セミナー参加
●セミナー参加後にニーズやアイデアを登録

特許化支援

研究支援

試作支援 グローバルな薬事
事業化支援

資金支援

製造・販売支援

登録
参加

登録

【地域セミナー】
各地域ごとに展開

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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大分県
大分県医師会会報
第739号より

半
返
し

赤
石
　
睦
美

北海道
北海道医報
第1167号より

真
夜
中
の
幼
稚
園斉

藤
　
一
朗

宮崎県
日州医事
№802より

禁
酒
の
功
罪

野
村
　
勝
政

私
は
幼
い
頃
か
ら
母
の
働

く
姿
を
見
て
き
た
。
桜
島
の

灰
混
じ
り
の
泥
雨
が
降
る
日

も
、
体
が
芯
か
ら
凍
る
寒
い

日
も
、
母
は
外
回
り
の
仕
事

を
続
け
て
い
る
。
今
は
体
の

あ
ち
こ
ち
に
ガ
タ
が
き
て
い

る
が
、
な
お
現
役
の
72
歳
。

原
チ
ャ
リ
が
か
ろ
う
じ
て
倒

れ
な
い
く
ら
い
の
低
速
で
仕

事
へ
出
掛
け
る
母
へ
「
な
ぜ

そ
ん
な
に
働
く
の
」
と
尋
ね

た
ら
、
「
生
き
る
た
め
」
と

即
答
さ
れ
た
。

そ
ん
な
母
か
ら
「
贈
り
物

や
お
金
を
頂
い
た
ら
、
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
に

必
ず
お
礼
を
し
な
さ
い
」
と

教
わ
っ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る

半
返
し
で
あ
る
。
お
返
し
の

仕
方
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
私
の

地
元
で
は
日
常
的
な
事
柄
で

も
頻
繁
に
半
返
し
が
行
わ
れ

る
。内

祝
い
や
お
見
舞
い
の
お

礼
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
疑
問

符
が
付
く
よ
う
な
事
柄
に
も

半
返
し
は
通
用
す
る
。
例
え

ば
、
会
社
の
中
で
旅
行
に
行

く
こ
と
が
ば
れ
る
と
、
仲
間

達
か
ら
「
旅
行
の
足
し
に
使

っ
て
」
と
ポ
チ
袋
を
頂
く
。

頂
い
た
方
は
、
旅
先
で
半
額

ほ
ど
の
特
産
品
を
買
っ
て
き

て
は
配
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

だ
。
お
互
い
が
理
解
し
合
っ

て
い
れ
ば
、
あ
る
意
味
、
合

理
的
で
あ
る
。

先
日
、
誕
生
日
で
も
な
い

日
に
母
か
ら
宅
配
便
が
届
い

た
。
中
身
は
綿
パ
ジ
ャ
マ
と

白
い
羽
織
の
セ
ッ
ト
。
羽
織

の
左
右
前
面
に
は
、
人
の
顔

ほ
ど
の
大
き
さ
の
青
い
猫
マ

ー
ク
が
２
つ
鎮
座
し
て
い

る
。
訳
の
分
か
ら
な
い
贈
り

物
の
理
由
を
問
う
と
、
年
末

に
家
族
が
緊
急
入
院
し
た

際
、
私
が
車
で
鹿
児
島
へ
帰

省
し
、
「
入
用
だ
ろ
う
か
ら
」

と
10
万
円
を
置
い
て
帰
っ
た

こ
と
へ
の
お
礼
だ
と
言
う
。

嫌
な
予
感
を
抱
え
つ
つ
値
段

を
聞
く
と
、
ま
さ
か
の
半
返

し
。
思
わ
ず
「
親
子
で
半
返

し
は
い
ら
ん
。
そ
も
そ
も
、

な
ん
で
パ
ジ
ャ
マ
が
５
万
も

す
る
ん
」
と
大
き
な
声
を
出

し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
母
の
返
事
も
意

表
を
突
い
た
。
「
だ
っ
て
、

ア
ル
パ
カ
な
ん
だ
も
ん
」
と
。

ア
ル
パ
カ
の
洋
服
な
ど
買
っ

た
こ
と
も
な
い
し
、
相
場
も

知
ら
な
い
が
、
確
か
に
驚
く

ほ
ど
柔
ら
か
く
て
暖
か
い
。

聞
き
慣
れ
な
い
動
物
の
名
前

に
二
の
句
が
継
げ
な
く
な
っ

た
。
猫
好
き
の
孫
と
一
緒
に

デ
パ
ー
ト
へ
行
き
、
見
た
目

だ
け
で
贈
り
物
を
選
ん
で
包

装
し
て
も
ら
っ
た
ら
し
い
。

後
か
ら
値
段
を
聞
い
て
躊

ち
ゅ
う
ち
ょ躇

し
た
も
の
の
、
や
っ
ぱ
り
や

め
ま
す
と
は
言
い
切
れ
な
か

っ
た
と
語
っ
て
い
た
。

ア
ル
パ
カ
羽
織
を
着
て
全

身
白
づ
く
め
と
な
り
、
も
は

や
雌
の
ア
ル
パ
カ
に
し
か
見

え
な
い
私
の
写
真
を
母
の
携

帯
に
送
る
と
、
わ
が
娘
の
姿

を
見
て
腹
の
底
か
ら
笑
っ
て

い
た
。
そ
の
声
を
聞
い
て
、

私
も
久
し
ぶ
り
に
涙
が
出
る

ほ
ど
笑
っ
た
。
目
が
飛
び
出

る
ほ
ど
の
高
値
は
つ
い
た

が
、
日
々
の
つ
ら
い
こ
と
が

笑
い
で
吹
き
飛
ば
せ
る
な

ら
、
半
返
し
も
悪
く
は
な
い

な
と
思
っ
た
。

「
お
べ
ん
き
ょ
し
た
あ
あ

あ
い
！

」

リ
ビ
ン
グ
に
響
く
わ
が
子

の
叫
び
に
、
初
め
は
耳
を
疑

っ
た
。
何
の
こ
と
は
な
い
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
シ
ー
ル
ブ

ッ
ク
の
こ
と
だ
。
そ
れ
で
も

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
だ

か
ら
、
我
な
が
ら
め
で
た
い

も
の
だ
。

昨
年
12
月
の
某
日
未
明
、

私
は
、
と
あ
る
幼
稚
園
の
校

門
前
に
降
り
立
っ
て
い
た
。

き
っ
か
け
は
、
あ
る
日
、

妻
が
マ
マ
友
か
ら
「
プ
レ
ス

ク
ー
ル
」
な
る
も
の
の
存
在

を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
。
今
の
幼
稚
園
は
３
年
保

育
が
当
た
り
前
と
聞
く
だ
け

で
驚
い
た
の
に
、
更
に
早
期

の
ク
ラ
ス
が
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
に
通
わ
せ
る
と
、
同
じ

幼
稚
園
に
優
先
的
に
入
園
で

き
る
利
点
も
あ
る
ら
し
い
。

割
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
と

分
か
っ
て
き
て
、
何
だ
か
親

と
し
て
逃
げ
ら
れ
な
い
心
境

に
な
っ
た
。

同
い
年
の
若
き
医
療
法
人

理
事
長
Ｈ
君
に
尋
ね
て
み
る

と
、
「
お
勉
強
さ
せ
た
い
な

ら
Ｙ
幼
稚
園
、
伸
び
伸
び
遊

ば
せ
る
な
ら
Ｍ
幼
稚
園
。
プ

レ
ス
ク
ー
ル
も
行
っ
て
た

よ
」
と
あ
っ
さ
り
言
う
。
当

院
の
院
長
も
「
Ｏ
幼
稚
園
と

Ｙ
幼
稚
園
が
人
気
み
た
い
で

す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
、
Ｙ
幼
稚

園
に
照
準
を
合
わ
せ
る
こ
と

に
し
た
。
親
子
３
人
で
参
加

し
た
見
学
で
は
、
息
子
が
大

人
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
相

性
が
良
い
の
だ
と
都
合
良
く

解
釈
し
、
そ
こ
に
決
め
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
卒
園
生

や
在
園
児
の
い
な
い
わ
が
家

は
、
願
書
を
手
に
入
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
首
都
圏
で

は
、
３
日
３
晩
並
ぶ
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
札
幌
で
も
、

前
夜
か
ら
並
ぶ
幼
稚
園
が
あ

る
と
聞
い
た
が
、
Ｙ
幼
稚
園

は
、
ど
う
だ
ろ
う
。
「
プ
レ

ス
ク
ー
ル
で
は
そ
こ
ま
で
し

な
く
て
も
大
丈
夫
の
は
ず
」

「
い
や
、
プ
レ
ス
ク
ー
ル
入

室
時
が
勝
負
だ
」
。
ど
ち
ら

も
信
頼
に
足
る
、
し
か
し
、

正
反
対
の
情
報
に
接
し
た
。

確
た
る
決
め
手
の
無
い
ま

ま
、
整
理
券
の
配
布
日
が
翌

日
に
迫
っ
た
。
そ
の
日
の
当

直
は
、
院
長
が
快
く
代
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
。
も
は

や
行
く
し
か
あ
る
ま
い
。

午
後
８
時
。
遅
め
の
仕
事

帰
り
に
幼
稚
園
前
を
通
過
し

て
み
た
。
既
に
閉
園
し
て
い

て
、
人
影
は
無
い
。
帰
宅
し

て
、
「
ほ
ん
と
に
並
ぶ
の
か

な
あ
？
」
と
呟
い
た
が
、「
何

言
っ
て
る
の
」
と
妻
の
厳
し

い
視
線
が
飛
ん
で
き
た
。

午
前
０
時
。
再
び
偵
察
に

向
か
う
。
現
地
を
さ
り
げ
な

く
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
て
、

息
を
飲
ん
だ
。
い
る
。
正
確

に
言
う
と
、
地
面
に
ラ
ン
プ

が
灯
り
、
椅
子
が
置
か
れ
て

い
る
の
が
見
え
る
。
本
格
的

な
夜
営
と
直
感
さ
せ
た
。
こ

こ
へ
来
て
、
丸
腰
で
あ
る
こ

と
に
気
付
き
、
キ
ャ
ン
プ
未

経
験
な
の
が
悔
や
ま
れ
た
。

ひ
た
す
ら
並
ん
で
待
て
ば
良

い
と
は
い
っ
て
も
、
適
当
に

陣
を
張
れ
ば
遭
難
し
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
限
ら
れ
た
体
力

を
温
存
す
る
た
め
、
数
時
間

の
仮
眠
を
取
っ
て
か
ら
参
戦

す
る
こ
と
に
決
め
た
。

午
前
４
時
。
重
ね
着
を
し

て
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
に
身
を
包

み
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
に
毛

布
、
買
っ
た
ば
か
り
の
真
冬

用
ブ
ー
ツ
と
、
自
分
で
は
考

え
う
る
限
り
の
装
備
を
し

た
。
折
り
た
た
み
椅
子
は
無

い
。
仕
方
な
く
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
軽
め
の
椅
子
を
担
い

だ
。
暗
闇
で
ガ
レ
ー
ジ
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
な
が
ら
、

早
く
も
足
が
凍
え
て
く
る
。

今
に
も
引
き
返
し
た
か
っ
た

が
、
今
日
を
限
り
に
幼
稚
園

選
び
に
悩
む
こ
と
は
無
く
な

る
の
だ
と
言
い
聞
か
せ
た
。

現
地
で
ク
ル
マ
を
降
り
、

椅
子
を
３
番
目
に
置
く
と
、

近
く
の
ク
ル
マ
か
ら
軽
装
の

男
性
が
降
り
て
き
た
。
会
釈

を
し
て
、
「
プ
レ
ス
ク
ー
ル

の
…
…
？
」
と
言
う
前
に
、

互
い
に
全
て
を
了
解
し
て
い

た
と
思
う
。
同
志
だ
。
そ
こ

か
ら
開
門
ま
で
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
、
長
か
っ
た
。
皆
、

押
し
黙
り
、
夜
が
明
け
る
の

を
じ
っ
と
待
つ
。
６
時
を
過

ぎ
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
人
が
集
ま

っ
て
き
た
。

午
前
７
時
過
ぎ
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
瞬
間
は
、

不
意
に
訪
れ
た
。
ガ
ラ
ガ
ラ

と
門
が
開
け
ら
れ
、
皆
が
足

早
に
建
物
に
な
だ
れ
込
ん
で

い
く
。
椅
子
と
毛
布
を
し
ま

い
遅
れ
た
私
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
置
き
去
り
に
さ
れ

た
。
一
式
を
ク
ル
マ
に
積
み

込
み
、
慌
て
て
玄
関
に
駆
け

込
む
と
、
午
前
４
時
の
同
志

が
元
の
位
置
を
回
復
し
て
く

れ
て
事
な
き
を
得
た
。

玄
関
は
見
る
間
に
人
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
。
整
理
券
を

手
に
し
て
、
同
志
と
「
こ
れ

で
父
親
の
役
割
は
果
た
し
ま

し
た
ね
」と
言
葉
を
交
わ
し
、

わ
ず
か
な
達
成
感
を
覚
え
な

が
ら
、
再
会
を
誓
っ
て
別
れ

た
。今

春
、
プ
レ
ス
ク
ー
ル
に

通
い
始
め
た
息
子
は
、
教
室

に
着
く
や
泣
き
叫
び
、
母
親

の
手
を
引
い
て
教
室
を
出
て

行
く
毎
日
を
繰
り
返
し
た
。

終
了
時
刻
ま
で
教
室
に
戻
ら

な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
、
何

を
し
に
行
っ
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
母

親
と
ひ
た
す
ら
階
段
を
昇
降

し
、
園
内
を
探
検
し
尽
く
し

て
満
足
し
た
の
か
、
毎
朝
真

っ
直
ぐ
教
室
に
飛
び
込
ん
で

い
く
よ
う
に
な
っ
た
と
聞

き
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

音
楽
が
か
か
る
と
一
気
に

顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
俄が

ぜ

ん然
張
り

切
る
息
子
は
、
今
日
も
満
面

の
笑
み
で
歌
い
、
率
先
し
て

踊
っ
て
い
る
と
い
う
。
「
お

べ
ん
き
ょ
」
も
そ
う
で
あ
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
さ
て
、

ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

２
０
０
９
年
４
月
27
日
、

大
好
き
だ
っ
た
お
酒
を
や
め

た
。
理
由
は
、
当
時
４
歳
だ

っ
た
娘
の
気
持
ち
を
代
弁
し

た
妻
の
冷
や
や
か
な
一
言
だ

っ
た
。
「
お
酒
を
飲
ん
だ
時

の
パ
パ
は
お
か
し
く
な
っ
て

嫌
だ
っ
て
」。

も
と
も
と
大
勢
で
お
酒
を

飲
む
こ
と
が
好
き
な
た
め
、
前

日
も
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を

し
て
い
た
。
自
宅
で
気
が
緩

ん
だ
の
か
少
し
飲
み
過
ぎ
て

し
ま
い
、
子
ど
も
達
は
父
親

の
変へ

ん
ぼ
う貌
ぶ
り
を
し
っ
か
り
と

見
届
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

女
性
か
ら
嫌
わ
れ
る
の
は
つ

ら
い
が
、
愛
娘
か
ら
嫌
が
ら

れ
る
の
は
も
っ
と
つ
ら
い
。

シ
ョ
ッ
ク
で
沈
ん
だ
心
と

向
か
い
合
っ
た
結
果
、
そ
の

日
の
う
ち
に
禁
酒
を
宣
言
し

た
。
し
か
し
、
い
ざ
禁
酒
を

す
る
と
い
い
こ
と
ば
か
り
だ

っ
た
。
夜
間
の
呼
び
出
し
も

即
対
応
。
飲
み
代
も
掛
か
ら

な
い
。
当
然
二
日
酔
い
も
な

い
か
ら
体
調
も
い
い
。
冠
婚

葬
祭
も
一
滴
も
口
に
し
な
い

徹
底
ぶ
り
で
禁
酒
を
守
り
、

気
が
つ
け
ば
３
年
半
が
経
過

し
て
い
た
。

し
か
し
、
本
厄
の
厄
払
い

の
時
に
転
機
が
訪
れ
た
。

巫み

こ女
さ
ん
か
ら
差
し
出
さ
れ

た
お
神
酒
を
拒
む
自
分
に
ふ

と
疑
問
を
感
じ
た
時
、
神
の

声
が
聞
こ
え
た
。
「
も
う
そ

ろ
そ
ろ
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
。

飲
み
会
に
誘
わ
な
け
れ
ば
誘

わ
れ
も
し
な
い
。
よ
く
よ
く

考
え
る
と
友
人
達
と
疎
遠
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

早
速
妻
に
解
禁
の
相
談
を
し

た
と
こ
ろ
、
「
ま
じ
め
す
ぎ

る
あ
な
た
は
窮
屈
な
感
じ
が

し
て
た
わ
」
と
あ
っ
さ
り
賛

成
。
も
し
か
し
て
私
は
妻
に

い
い
よ
う
に
操
ら
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
以
前
よ
り
か
な
り

お
酒
が
弱
く
は
な
っ
た
が
、

仲
の
良
い
先
生
や
友
人
と
飲

む
お
酒
は
や
っ
ぱ
り
楽
し

い
。お
金
や
健
康
を
と
る
か
、

人
間
関
係
を
と
る
か
。
結
局

は
飲
み
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ

と
か
。

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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お知らせ

日医ニュース新春対談

新春対談を本紙平成29年1月20日号に掲載
する予定です。
ぜひ、ご一読願います。

横倉義武会長 福原愛さん
（ANA所属）

書
籍
紹
介

面
接
指
導
版 

嘱
託
産
業
医
の
た
め

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
務
Ｑ
＆
Ａ

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
務

Ｑ
＆
Ａ
編
集
委
員
会　

編

欧
州
日
本
人
医
師
会
の
伊

原
鉄
次
郎
会
長
が
12
月
１

日
、
横
倉
義
武
会
長
を
表
敬

訪
問
し
た
。

伊
原
会
長
は
、
ロ
ン
ド
ン

医
療
セ
ン
タ
ー
の
院
長
を
務

め
て
お
り
、
日
医
の
国
際
保

健
検
討
委
員
会
に
も
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。会

談
で
は
伊

原
会
長
か
ら
、

同
医
師
会
が
平

成
18
年
ド
イ
ツ

の
デ
ュ
ッ
セ
ル

ド
ル
フ
で
発

足
、
欧
州
各
国

で
医
療
活
動
を

行
う
日
本
人
医

師
約
40
名
を
会

員
と
し
、
「
欧

州
在
留
邦
人
の

医
療
支
援
、
欧
州
医
療
事
情

の
紹
介
」
「
次
世
代
を
担
う

医
師
の
支
援
」
「
将
来
欧
州

で
の
医
師
活
動
を
希
望
す
る

医
学
生
の
支
援
」
「
青
年
部

会
で
日
本
医
師
会Junior 

Doctors 
Network

（
Ｊ
Ｍ

Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
と
の
交
流
を

図
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
が

左から横倉会長、伊原欧州日本人医師会長

紹
介
さ
れ
た
。

横
倉
会
長
は
、
「
欧
州
在

住
の
邦
人
の
医
師
や
医
学
生

に
も
同
医
師
会
の
存

在
が
周
知
さ
れ
、
連

携
が
図
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
」
と

し
た
上
で
、
欧
州
の

医
療
事
情
や
留
学
先

の
紹
介
等
の
情
報
提
供
を
通

じ
た
協
力
体
制
の
強
化
を
伊

原
会
長
に
求
め
た
。

欧
州
日
本
人
医
師
会
伊
原
会
長
が

                

横
倉
会
長
を
表
敬
訪
問

昨
年
刊
行
さ
れ
た
『
嘱
託

産
業
医
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
実
務
Ｑ
＆
Ａ
』
の

続
編
で
、
面
接
指
導
の
や
り

方
・
進
め
方
に
特
化
し
た
書

籍
が
刊
行
さ
れ
た
。
前
版
同

様
、
日
常
の
診
療
業
務
等
の

傍
ら
、
限
ら
れ
た
出
務
時
間

の
中
で
産
業
医
活
動
を
行
っ

て
い
る
医
師
に
主
眼
を
お
く

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
そ
の

ま
ま
に
、
面
接
指
導
の
流
れ

に
即
し
た
計
58
題
の
Ｑ
＆
Ａ

と
共
に
、
具
体
的
な
面
接
指

導
例
（
シ
ナ
リ
オ
形
式
）
を

４
例
、
更
に
知
っ
て
お
き
た

い
基
礎
知
識
７
テ
ー
マ
も
収

録
し
て
い
る
。

ま
た
、
付
録
と
し
て
巻
末

に
Ｃ
Ｄ
が
付
さ
れ
、
本
書
刊

行
時
点
ま
で
に
厚
生
労
働
省

か
ら
公
表
さ
れ
た
『
報
告

書
・
意
見
書
作
成
マ
ニ
ュ
ア

ル
』
な
ど
関
連
資
料
と
、
面

接
指
導
を
行
う
上
で
必
要
と

な
る
13
の
書
式
を
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
可
能
な
よ
う
に
ワ
ー
ド

等
の
形
式
（
テ
ン
プ
レ
ー
ト
）

で
作
成
・
収
録
。
更
に
、
面

接
指
導
前
後
の
従
業
員
へ
の

講
話
等
に
使
え
る
教
育
・
研

修
用
ス
ラ
イ
ド
デ
ー
タ
（
著

作
権
・
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
フ
リ

ー
）
も
７
話
収
録
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
産
業
医
学
振
興

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.zsisz.

or.jp/shop/book

）

を
参

照
。な

お
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
産
業
医
学
図
書
」
コ
ー
ナ
ー

か
ら
連
絡
欄
に
「
日
医
ニ
ュ

ー
ス
を
見
た
」
と
記
入
し
て

注
文
す
る
と
、
来
年
３
月
ま

で
は
１
割
引
（
送
料
別
途
３

５
０
円
）
と
な
る
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
申
し
込
み
の
場
合
も
同
様

の
方
法
で
割
引
等
を
適
用
）
。

定
価　

２
７
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

（
公
財
）
産
業
医
学

振
興
財
団

03
─

３
５
２
５
─

８
２
９
４

03
─

５
２
０
９
─

１
０
２
０

　ニ ュース ポー タル サイト「日 医
on-line」では定例記者会見の映像等、さ
まざまな情報をご覧頂けるようになって
います。ぜひご活用下さい。

http://www.med.or.jp/nichiionline/
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第
22
回
日
本
医
師
会
認
定

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
制
度
再
研
修
会

第
５
回　
医
師
主
導
に
よ
る

 
医
療
機
器
開
発
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム　
in　
富
山

 

～
子
育
て
の
応
援
と
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の

虐
待
防
止
を
目
指
し
て
～

◆
主
催
：
日
医

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
、
ス

ポ
ー
ツ
庁

◆
日
時
：
平
成
29
年
１
月
21

日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
25
分

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
受
講
者
資
格
：
日
医
認
定

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医

◆
受
講
人
数
：
３
０
０
名

◆
参
加
費
：
日
医
会
員
６
０

０
０
円
（
税
込
。
た
だ
し
、

非
会
員
は
９
０
０
０
円
）

◆
申
込
方
法
：
受
講
希
望
者

は
、
申
込
用
紙
を
日
医
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

med.or.jp/doctor/ssi

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
都
道
府
県
医
師
会
か
ら

入
手
し
た
上
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
直
接
、
日
医
地

域
医
療
第
２
課
に
郵
送
願
い

た
い
。

◆
申
込
締
切
：
12
月
27
日

（
火
）
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
危
機
管

理
（
山
澤
文
裕
丸
紅
健
康
開

発
セ
ン
タ
ー
所
長
）

・
糖
尿
病
に
お
け
る
運
動
療

法
の
実
際
（
田
村
好
史
順
天

堂
大
学
大
学
院
代
謝
内
分
泌

内
科
学
准
教
授
・
ス
ポ
ー
ト

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
／
順
天
堂

大
学
国
際
教
養
学
部
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
領
域

准
教
授
）

・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
と
法
的
責

任
（
望
月
浩
一
郎
虎
ノ
門
協

同
法
律
事
務
所
長
）

・
フ
レ
イ
ル
と
ロ
コ
モ
（
大

内
尉
義
虎
の
門
病
院
長
）

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
留

意
点
（
陶
山
哲
夫
学
校
法
人

敬
心
学
園
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校
長
・
理

事
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
：
日
医
地
域
医
療
第
２
課

〔
〒
113
─

８
６
２
１　

東
京

都
文
京
区
本
駒
込
２
─

28
─

16　

03
─

３
９
４
２
─

６
１

３
８
（
直
）
〕

※
な
お
、
本
講
習
会
の
受
講

者
に
は
、
最
大
再
研
修
会
５

単
位
の
修
了
証
を
後
日
交
付

す
る
。

※
当
日
、
会
館
内
に
託
児
所
を

設
置
す
る
予
定
（
定
員
５
名
）
。

利
用
希
望
者
は
申
し
込
み
時

に
併
せ
て
連
絡
願
い
た
い
。

◆
主
催
：
日
医
、
経
済
産
業

省
関
東
経
済
産
業
局

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
他

◆
日
時
：
平
成
29
年
１
月
28

日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

50
分

◆
会
場
：
埼
玉
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
─TOIRO 

STUDIO 

1.2

─

◆
参
加
者
：
医
師
、
大
学
・

研
究
機
関
、
製
販
企
業
、
も

の
づ
く
り
企
業
、
行
政
・
支

援
機
関
の
方

◆
参
加
料
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
参
加
希
望
者

は
、
「
日
本
医
師
会
医
療
機

器
開
発
支
援
窓
口
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://jmamdc. 

med.or.jp/

）
か
ら
申
し
込

み
願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
定
員
（
１
５

０
名
）
に
な
り
次
第
締
め
切

る
。

◆
主
な
講
習
内
容
：

・
事
業
説
明
①
「
医
師
主
導

に
よ
る
医
療
機
器
開
発
・
事

業
化
支
援
業
務
」
に
つ
い
て

（
羽
鳥
裕
常
任
理
事
）

・
事
業
説
明
②
「
医
療
機
器

産
業
振
興
に
係
る
地
域
経
済

産
業
局
の
取
組
」
に
つ
い
て

（
門
田
靖
経
産
省
関
東
経
済

産
業
局
次
世
代
産
業
課
長
）

・
医
療
事
例
①
「
小
児
ヘ
ル

ニ
ア
に
お
け
る
未
解
決
課
題

へ
の
挑
戦
」
（
仮
）
（
遠
藤
昌

夫
さ
い
た
ま
市
立
病
院
名
誉

院
長
）

・
医
療
事
例
②
「
も
う
迷
わ

な
い
、
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
穿

刺
ア
ダ
プ
タ
ー
の
開
発
秘

話
」
（
仮
）
（
浅
尾
高
行
群
馬

◆
主
催
（
共
催
）
：
日
医
、

公
益
財
団
法
人
Ｓ
Ｂ
Ｉ
子
ど

も
希
望
財
団
、
富
山
県
医
師

会◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
他

◆
日
時
：
平
成
29
年
２
月
４

日
（
土
）
午
後
２
～
５
時

◆
会
場
：
富
山
県
医
師
会
館

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
医
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

（http://www.

med.or.jp/people/info/

seminar/003323.html

）

か
ら
所
定
の
申
込
書
を
入
手

し
、必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り

富
山
県
医
師
会
宛
て
に
申
し

込
み
願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
平
成
29
年
１

月
27
日
（
金
）。
た
だ
し
、

定
員
（
２
５
０
名
）
に
な
り

次
第
締
め
切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

①
あ
い
さ
つ　

横
倉
義
武
会

長
、
馬
瀬
大
助
富
山
県
医
師

会
長

②
講
演
「
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
期
の
女
性
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」
（
加
茂
登
志
子
東

京
女
子
医
大
附
属
女
性
生
涯

健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
）

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・「
要
保
護
委
員
会
に
よ
る

気
が
か
り
妊
婦
・
母
子
・
児

童
の
支
援
」
（
五
十
嵐
登
富

山
県
立
中
央
病
院
小
児
科
部

長
）

・「
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育

て
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援

と
虐
待
防
止
」
（
桑
間
直
志

富
山
赤
十
字
病
院
第
１
産
婦

人
科
部
長
／
富
山
県
産
婦
人

科
医
会
長
）

・「
虐
待
傾
向
を
呈
す
る
親
・

家
族
の
心
理
社
会
的
特
徴
：

依
存
性
と
支
配
性
を
中
心

に
」
（
西
澤
哲
山
梨
県
立
大

学
人
間
福
祉
学
部
福
祉
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
学
科
長
教
授
）

・
今
日
の
子
ど
も
家
庭
と
新

た
な
社
会
的
養
育
の
現
状
・

課
題
（
加
賀
美
尤
祥
社
会
福

祉
法
人
山
梨
立
正
光
生
園
理

事
長
／
山
梨
県
立
大
学
人
間

福
祉
学
部
特
任
教
授
）

④
討
議

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
富
山
県
医
師
会
（
〒
939

―
８
２
２
２　

富
山
県
富
山

市
蜷
川
３
３
６　

076
─

４

２
９
─

４
４
６
６　

076
─

４

２

９
─

６

７

８

８　

gyakutai@po.med.or.jp

）

※
当
日
は
会
場
内
に
託
児
所

を
無
料
で
設
置
す
る
予
定

（
定
員
10
名
）。
利
用
希
望
者

は
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
連

絡
願
い
た
い
。

機
器
開
発
に
役
立
つ
展
示
ブ

ー
ス
」
で
ア
イ
デ
ア
登
録
や

今
後
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
情
報

を
受
け
取
れ
る
メ
ン
バ
ー
登

録
が
で
き
る
他
、
ア
イ
デ
ア

を
有
す
る
先
生
向
け
の
個
別

の
案
件
相
談（
要
事
前
申
込
）

や
医
療
機
器
開
発
に
係
る
情

報
交
換
会
（
要
事
前
申
込
）

も
開
催
さ
れ
る
。

　日本医師会女性医師バンクは、本年10月1日から体制を変更し、
専任コーディネーター及びアドバイザーによるサポート体制で新た
にスタートしている（本紙第1324号にて既報）。
　そこで、今号では、体制変更に伴って新たに着任した専任コーデ
ィネーターからの声を紹介する。

問い合わせ先　女性医師支援センター（女性医師バンク）
	 03―3942―6512　 03―3942―7397

登録件数

求人1,304件（延べ5,448件）、求職206名（延べ799名）、
就業及び再研修決定502件（平成28年11月30日現在）

専任コーディネーターより

　今年8月31日までコーディネーターをして頂いた先生方には、これま
でのご活躍に感謝いたします。10月1日より新たな体制で女性医師バ
ンクを運営していくことになりました。
　女性医師バンクには、さまざまな年代の先生方にご自身のライフス
タイルにあった就業先を求めてご登録頂いておりますが、就業成立の
ためには、先生方へのきめ細やかな相談対応と求人施設側との連絡
調整が重要となります。
　より多くの方にご活用頂けるよう、現在取り組んでいることは、次
のとおりです。

　①�女性医師バンクのホームページを刷新します
　②�女性医師バンクの認知度向上のため、積極的な広報活動を行

います
　③�都道府県医師会・大学・学会等、関係各団体の女性医師支援

担当との連携をより親密にしていくことで、民間事業者にはな
いきめ細やかな対応を実施していきます

　女性医師バンクをより多くの方に知って頂くため、まずは大きな入
り口となりますホームページの刷新を行います。使いやすいホームペ
ージへとリニューアルを行うことで、求職者・求人者のアクセス数の
増加、ひいては就業成立数の増加にもつながると考えています。
　ホームページの刷新と併せて、「女性医師バンク」を広く知って頂く
ため、今まで行っていなかったさまざまな角度からの積極的な広報
活動を行い、登録者数を増やしていきたいと思っています。また、こ
れまでも都道府県医師会の関係者の方々にはご協力頂いているとこ
ろですが、今後ともご地元で把握された求職希望の方や求人希望の
施設に対して、都道府県医師会の女性医師部会等を通じて「日本医
師会女性医師バンク」へのご登録のお願いをして頂くことが今後の
就業成立数の増加につながりますので、皆様のご協力のほど、よろし
くお願いいたします。

大
学
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
統
合
解

析
セ
ン
タ
ー
教
授
）

・
開
発
講
座
①
「
医
療
機
器

の
保
守
点
検
・
安
全
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
鑑
み
た
開
発

の
ポ
イ
ン
ト
」（
仮
）（
櫛
引

俊
宏
防
衛
医
科
大
学
校
医
用

工
学
准
教
授
）

・
開
発
講
座
②
「
医
療
機
器

開
発
の
概
論
と
医
師
主
導
に

よ
る
開
発
事
業
化
の
ポ
イ
ン

ト
」
（
内
田
毅
彦
日
本
医
療

機
器
開
発
機
構
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
医
療
現
場
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
発
掘
の
必
要
性
と
開

発
・
事
業
化
支
援
の
あ
り
方
」

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
総
研
〔
〒
113
─
８

６
２
１　

東
京
都
文
京
区
本

駒
込
２
─

28
─

16　

03
─

３
９
４
２
―

６
４
７
５
（
直
）　

supportdesk@jmamdc.

med.or.jp

〕

※
な
お
、
当
日
は
、
「
医
療
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特
別
講
演
Ⅰ
「
地
域
包
括

ケ
ア
と
病
院
の
関
連
（
あ

り
方
）
に
つ
い
て
」

横
倉
会
長
は
、
わ
が
国
に

お
い
て
は
、
各
地
で
人
口
変

動
が
起
こ
り
、
医
療
の
あ
り

様
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
を

踏
ま
え
、
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
中
心
と
し
て
、
医
療
と
介

護
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

体
制
を
つ
く
り
、
医
療
機
能

の
分
化
・
連
携
と
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
指
摘
。

ま
た
、
勤
務
医
に
は
、
地

域
の
医
師
、
診
療
所
や
他
の

病
院
等
と
の
日
頃
か
ら
の
連

携
が
一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
し
て
、
病
院
医
療

と
地
域
の
医
療
・
介
護
連
携

を
進
め
る
た
め
に
も
、
医
師

会
活
動
に
参
画
し
て
も
ら
い

た
い
と
し
た
。

特
別
講
演
Ⅱ
「
地
域
医
療

構
想
に
つ
い
て
」

迫
井
正
深
厚
生
労
働
省
保

険
局
医
療
課
長
（
前
医
政
局

地
域
医
療
計
画
課
長
）
は
、

わ
が
国
の
人
口
の
高
齢
化
が

も
た
ら
す
社
会
へ
の
影
響
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
上

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
及
び
地
域
医
療
構
想
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
話

を
し
た
。

ま
た
、
地
域
医
療
構
想
の

策
定
状
況
と
実
現
に
向
け
た

プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
参
考

事
例
等
を
交
え
な
が
ら
説
明

を
行
っ
た
。

報
告泉

良
平
勤
務
医
委
員
会
委

員
長
は
、
平
成
28
年
４
月
に

横
倉
会
長
に
提
出
し
た
同
委

員
会
答
申
の
概
要
を
紹
介
。

「
短
期
的
・
中
期
的
・
長
期

的
取
り
組
み
」
と
「
医
師
会

で
の
勤
務
医
活
動
活
性
化
に

お
け
る
勤
務
医
委
員
会
の
役

割
」
に
つ
い
て
提
案
し
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
よ
り

日
医
で
臨
床
研
修
医
の
会
費

無
料
化
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
日
医
が
実
施
し
た

調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
都

道
府
県
医
師
会
や
郡
市
区
等

医
師
会
で
の
会
費
無
料
化
の

導
入
状
況
や
、
平
成
26
年
度

メインテーマ

 「2025年問題と勤務医の役割」

平成28年度全国医師会勤務医部会連絡協議会

平
成
28
年
度
（
第
37
回
）

全
国
医
師
会
勤
務
医
部
会
連

絡
協
議
会
（
日
医
主
催
、
大

阪
府
医
師
会
担
当
）
が
11
月

26
日
、
「
２
０
２
５
年
問
題

と
勤
務
医
の
役
割
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
大
阪
市
内

で
開
催
さ
れ
た
。
大
阪
府
医

師
会
が
担
当
す
る
の
は
、
昭

和
56
年
度
（
第
２
回
）
以
来

35
年
ぶ
り
で
あ
り
、
全
国
か

ら
４
１
２
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
横
倉

義
武
会
長
は
、
２
０
２
５
年

を
見
据
え
、
か
か
り
つ
け
医

を
中
心
と
し
た
医
療
提
供
体

制
及
び
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
、
各
地
域
の
実
情
に

即
し
た
形
で
構
築
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る

一
方
、
自
身
が
次
期
世
界
医

師
会
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と

に
触
れ
、
「
全
て
の
医
師
会

員
が
大
同
団
結
す
る
中
で
、

わ
が
国
の
医
療
を
、
ひ
い
て

は
世
界
の
医
療
を
よ
り
良
い

方
向
に
導
い
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
茂

松
茂
人
大
阪
府
医
師
会
長

は
、
２
０
２
５
年
問
題
へ
向

け
た
医
療
に
関
す
る
課
題
と

し
て
、
「
少
子
高
齢
化
、
医

師
の
地
域
偏
在
や
勤
務
環
境

の
改
善
を
含
め
た
地
域
医

療
、
社
会
保
障
な
ど
の
か
つ

て
な
い
領
域
に
直
面
す
る
」

と
危
惧
し
た
上
で
、
医
師
会

の
組
織
力
の
向
上
や
医
師
会

活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
述

べ
た
。

と
平
成
27
年
度
の
会
員
数
を

比
較
す
る
形
で
、
会
費
無
料

化
導
入
後
の
日
医
Ａ
②
（
Ｃ
）

と
Ｃ
会
員
の
加
入
状
況
な
ど

を
示
し
た
。

更
に
、
中
島
康
夫
大
阪
府

医
師
会
勤
務
医
部
会
副
部
会

長
か
ら
は
、「
大
阪
府
医
師
会　

勤
務
医
部
会
の
こ
れ
ま
で
の

40
年
を
紐
解
く
」
と
題
す
る

報
告
が
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
医
療

事
故
調
査
制
度
の
動
向
」
で

は
、
医
療
事
故
調
査
制
度
の

施
行
前
か
ら
検
討
会
の
構
成

員
と
し
て
関
わ
っ
た
大
磯
義

一
郎
浜
松
医
科
大
学
医
学
部

法
学
教
授
・
弁
護
士
よ
り
制

度
策
定
か
ら
感
じ
た
課
題
な

ど
が
、
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
客

観
的
視
点
か
ら
同
制
度
の
取

材
を
続
け
て
い
る
日
経
メ
デ

ィ
カ
ル
編
集
部
の
満
武
里
奈

氏
か
ら
は
制

度
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
等

の
取
材
結
果

な
ど
が
そ
れ

ぞ

れ

示

さ

れ
、
最
後
に

医
療
安
全
の

面
で
シ
ス
テ

ム
的
に
分
析

す
る
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
重

要
性
な
ど
に

つ
い
て
、
中

島
和
江
大
阪

大
学
医
学
部

附
属
病
院
中
央
ク
オ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
教
授
・
部

長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
女
性

医
師
の
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
」
で
は
、
初
め
に
、
上

田
真
喜
子
大
阪
府
医
師
会
勤

務
医
部
会
参
与
／
森
ノ
宮
医

療
大
学
副
学
長
が
大
阪
府
医

師
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
女

性
医
師
支
援
事
業
に
つ
い
て

紹
介
。
黒
川
英
司
箕
面
市
立

病
院
長
、
齊
藤
正
伸
大
阪
南

医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
玉
置

淳
子
大
阪
医
科
大
学
衛
生

学
・
公
衆
衛
生
学
教
授
、
竹

中
洋
幸
枚
方
公
済
病
院
救
急

科
部
長
か
ら
は
、
自
治
体

立
・
国
立
・
大
学
の
各
病
院

で
の
導
入
事
例
や
利
用
状

況
、
更
に
、
実
際
に
子
育
て

を
経
験
し
て
い
る
循
環
器
医

夫
妻
の
日
常
な
ど
に
つ
い
て

の
講
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ

た
。両

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

松
原
謙
二
副
会
長
、
市
川
朝

洋
常
任
理
事
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
Ⅰ
）、
今
村
聡
副
会
長
（
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
総
括
し
た
後
、
フ
ロ
ア
を

交
え
た
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
お
お
さ
か
宣
言
」
採
択

最
後
に
、
「
お
お
さ
か
宣

言
」
（
別
掲
）
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
、
協
議
会
は
閉

会
と
な
っ
た
。

おおさか宣言
　高齢化の進展に伴い、2025年以降は国民の医療需要が急激に
変動する。国民の医療を守るためには、勤務医とかかりつけ医
が連携する地域包括ケアの重要性が強調されており、勤務医と
かかりつけ医のスムーズな病診連携、更には医療と介護との連
携が課題である。
　国民から信頼される医療を行うためには、医療の質の向上が
不可欠であるが、実施後１年が経過した医療事故調査制度は、
いまだ医師や国民に制度内容が十分に理解されているとはいえ
ない。また、良質な医療を提供するためには、勤務医の就労環
境の改善が必須であり、今後更に増える女性医師への支援が求
められる。更に、2018年度から開始が予定される新たな専門医
の仕組みでは、医師の偏在が危惧されており、適正な地域医療
を確保する観点に配慮した仕組みの構築が急務である。
　このような状況を踏まえ、2025年に向けた医療提供体制の構
築にあたり、勤務医が果たすべき役割を担うため、次のとおり
宣言する。

一、�2025年を見据えた入院医療と在宅医療における切れ目ない
病診連携体制を構築する

一、�国民に理解される医療事故調査制度とするために、再発防
止を目的とした制度の周知徹底を図り、医療安全を確立する

一、�勤務医の就労環境を改善し、女性医師への支援体制を更に
充実させる

一、�地域医療に不都合を生じさせない新たな専門医の仕組みの
構築を求める
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